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和歌山県における越冬が確認されたイットウダイ科ホシエビス

大北祥太朗 1・松沼瑞樹 2

Three specimens (69.8–77.9 mm standard length) of Sargo-
centron punctatissimum (Cuvier in Cuvier and Valenciennes, 
1829), mainly distributed in the Ryukyu Islands in Japan, were 
collected from the south coast of Kii Peninsula, Wakayama Pre-
fecture, during 2019–2020. From Wakayama, a few examples 
of the species have previously been reported in 1995 and 1997. 
Since two of the present three specimens were collected during 
winter (February and March), the species is likely to survive 
successfully over winter in Wakayama coast.

 Author & Article Info
1近畿大学大学院農学研究科環境管理学専攻（奈良市）

burimodoki@gmail.com (corresponding author)
2近畿大学農学部環境管理学科（奈良市）

matsunuma@nara.kindai.ac.jp

Received 05 October 2020
Revised  10 October 2020
Accepted 12 October 2020
Published 12 October 2020
DOI 10.34583/ichthy.1.0_25

Shotaro Ohgita and Mizuki Matsunuma. 2020. Overwintering of Sargocentron 
punctatissimum (Teleostei: Holocentridae) in Wakayama Prefecture, Japan. Ichthy, 
Natural History of Fishes of Japan, 1: 25–28.

 Abstract

イットウダイ科イットウダイ属 Sargocentron Fowler, 

1904は世界で 34有効種が知られており（Randall, 1998; 

Kotlyar, 2017），日本からは 16 種が報告されている

（林，2013；萩原・本村，2018）．このうち，ホシエビス

Sargocentron punctatissimum (Cuvier in Cuvier and Valenci-

ennes, 1829)はインド –太平洋の広域に分布し（Randall, 

1998），日本国内においては，南鳥島，小笠原諸島，八丈島，

静岡県，和歌山県，高知県，九州東部と南部，大隅諸島，

トカラ列島以南の琉球列島および南大東島から記録され

ている（Kamohara, 1954；蒲原，1960；御前，1995, 1997；

Randall, 1998；吉郷，2004；渡井ほか，2009；林，2013；

西山，2013；冨山・岸本，2013；江口・本村，2016；

Koeda et al., 2016；Iwatsuki et al., 2017；Nakae et al., 2018；

Mochida and Motomura, 2018；古𣘺ほか，2020）．

2019年 9月と 2020年 2月から 3月に和歌山県南部にて

3個体のホシエビスが採集された．これまでに，和歌山県

における本種の記録は御前（1995）が 2個体を報告し，そ

の後，御前（1997）が定置網で捕獲された例を報告してい

るだけであり，同県での本種の記録は乏しい．また，これ

までに和歌山県沿岸で短期間に複数個体が採集されたこと

はなかったためここに報告する．

材料と方法
計数・計測方法は Randall (1998)と Kotlyar (2017)にし

たがった．標本の作製，登録，撮影および固定方法は本村

（2009）に準拠した．標準体長は体長または SLと表記した．

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm単位まで行い，計

測値は体長に対する百分率（%）で示した．生鮮時の体色

の記載は，3個体の和歌山県産標本（記載標本の項を参照）

のカラー写真に基づく．本報告に用いた標本は近畿大学農

学部（KUN）に保管されている．ホシエビスの分布記録は，

本村（2020）も参照した．

Sargocentron punctatissimum (Cuvier in Cuvier and 

Valenciennes, 1829)

ホシエビス
（Fig. 1）

標本　3個体（体長 69.8–77.9 mm；すべて和歌山県産）：

KUN-P 55334，体長 69.8 mm，西牟婁郡すさみ町見老津の

タイドプール（33°30′34.8″N, 135°34′40.6″E），水深 0.6 m，

たも網，2019年 9月 28日（2019年 11月 3日まで飼育）；

KUN-P 57570，体長 77.9 mm，東牟婁郡串本町須江白野漁

港内（33°27′16.8″N, 135°49′18.9″E），水深 1 m，たも網，

2020年 2月 27日；KUN-P 58242，体長 72.7 mm，東牟婁

郡串本町須江白野漁港内（33°27′16.8″N, 135°49′18.9″E），

水深 1 m，たも網，2020年 3月 26日．

記載　背鰭鰭条数 XI, 13–14（最頻値 13）；臀鰭鰭条数

IV, 9；胸鰭軟条数 15；頬部鱗数 5；側線有孔鱗数 42–44 (42)；

側線上方横列鱗数 2.5；鰓耙数 6–7 (6) + 10–12 (10) = 16–19 
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(16).

体各部測定値の標準体長に対する割合（%）：体高 33.6–

36.3；体幅 14.1–17.2；頭長 32.6–34.1；頭高 22.2–23.7；吻

長 6.7–7.8；眼径 12.2–13.3；両眼間隔幅 9.0–9.6；上顎長

10.0–10.2；前鰓蓋骨隅角部棘長 5.5–5.8；尾柄高 8.7–8.9；

尾柄長 16.7–19.9；背鰭前長 34.3–35.8；臀鰭前長 69.2–

72.4；腹鰭前長 37.4–40.1；背鰭第 1棘長 10.1–10.7；背鰭最

長棘長 16.1–17.4；背鰭第 11棘長 2.6–2.8；背鰭最長軟条長

17.7–19.0；臀鰭第 1棘長 1.4–1.9；臀鰭第 2棘長 5.8–6.7；

臀鰭第 3棘長 25.5–28.1；臀鰭第 4棘長 18.5–19.3；臀鰭最

長軟条長 21.6–22.2；尾鰭長 16.9–21.5；胸鰭長 21.5–23.3；

腹鰭棘長 14.3–16.2；腹鰭最長軟条長 19.2–23.3．

体は側扁する．体高はやや低く，背鰭第 4棘で最大．

尾柄はやや細い．吻は短い．両鼻孔は 1対で近接し，眼窩

Fig. 1. Fresh specimens of Sargocentron punctatissimum from Kushimoto, Wakayama Prefecture, Japan. A: KUN-P 58242, 72.7 mm 
SL; B: KUN-P 57570, 77.9 mm SL.



Ichthy 1 ǀ 2020 ǀ 27

Ohgita and Matsunuma — Sargocentron punctatissimum from Wakayama

前縁の直前に位置する．前鼻孔は円形で後縁に皮弁がある．

後鼻孔は長い楕円形で縁辺に小棘はなく，その大きさは前

鼻孔の約 2倍．眼は大きく円形．両眼間隔域は広く平坦．

口は端位で口裂はやや大きい．上顎後端は眼窩直下にわず

かに達しない．下顎先端は突出しない．両唇は厚い．両顎

は絨毛歯が密に並ぶ．涙骨後縁は多数の小棘が 1列に並ぶ．

眼下骨下縁は発達した棘が 9–10本並び，最前のものが最

大．前鰓蓋骨の下縁と後縁には多数の棘が 1列に並び，隅

角部の棘がその他の棘より長く大きい．主鰓蓋骨は縁辺に

多数の棘が 1列に並び，最後方の 2本が長大．下鰓蓋骨後

縁は中央部がなめらかで両端にわずかに棘をもつ．疑鎖骨

は後縁に多数の棘をもつ．

背鰭棘は鰓蓋膜後端直上に第 1棘が位置し，第 4棘が

最長で，そこから第 11棘までゆるやかに短くなる．背鰭

棘間の鰭膜は切れ込む．背鰭軟条は第 1軟条が不分枝でそ

の他のものは分枝し，第 2軟条が最長．背鰭棘部と軟条部

は分離する．臀鰭は背鰭第 1軟上基部の直下よりわずかに

前方から始まる．臀鰭棘は第 1棘が短く，第 3棘が最長．

臀鰭軟条はすべて分枝し，第 1軟条が最長．胸鰭は最上方

の 2軟条と下方の 1軟条が不分枝で，残りの軟条は分枝す

る．胸鰭の後端は，背鰭第 8棘基部の直下を越えない．腹

鰭は肛門に達しない．尾鰭は二叉する．

体は櫛鱗で被われる．頭部は吻を除く側面が櫛鱗で被

われ，その他の部位は無鱗．側線は主鰓蓋骨上方の直後か

ら始まり，背鰭第 9棘まで体軸とほぼ平行に走り，そこか

らゆるやかに下降し尾鰭基部に達する．背鰭軟条部と臀鰭

の基部は体側鱗とほぼ同大の櫛鱗で被われる．尾鰭基部は

小さな櫛鱗で，胸鰭基部は小さな円鱗で被われる．胸鰭基

部の内側は無鱗．

生鮮時の色彩（Fig. 1）　体は赤色で体腹面に近くなる

につれ銀白色が強くなり，体腹面は白色．頭部は側面が銀

白色で，吻と背部，眼窩周辺が赤色．主鰓蓋骨は赤みがかっ

た銀白色．眼窩下縁から前鰓蓋骨隅角部にかけて 1本の細

い赤色帯がある．主鰓蓋骨後部の上方から胸鰭基部にかけ

て輪郭が不明瞭な 1本の赤色帯がある．虹彩は黄色から赤

色で，瞳孔は黒色．背鰭棘は半透明で赤みがかる．背鰭棘

間の鰭膜は下部が半透明で中央部が赤みがかり，半透明部

の上縁に沿って細い白色帯と太い赤色帯が斜めに並び，さ

らにその上方が白色を呈する．背鰭軟条部は全体が半透明

で鰭条は赤みがかる．臀鰭は全体が半透明で，軟条は赤み

がかり，第 3棘から第 1軟条にかけて赤みが強い．胸鰭は

全体が半透明で上方の数本の鰭条は赤みがかる．腹鰭は全

体が半透明．尾鰭は半透明で縁辺が広く赤みがかる．

分布　本種はインド –太平洋の広域に分布し（Randall, 

1998），日本国内では南鳥島（Randall, 1998；林，2013），

小笠原諸島（Randall, 1998；林，2013），八丈島（Randall, 

1998），静岡県駿河湾（冨山・岸本，2013），和歌山県（御

前，1995, 1997；本研究），高知県沖ノ島（蒲原，1960），

宮崎県日向灘（Iwatsuki et al., 2017），鹿児島県薩摩半島

（古𣘺ほか，2020），大隅諸島（林，2013；西山，2013；

Motomura and Harazaki, 2017），トカラ列島以南の琉球列

島（Kamohara, 1954；Randall, 1998； 渡 井 ほ か，2009；

林，2013；江口・本村，2016；Koeda et al., 2016；Mochida 

and Motomura, 2018；Nakae et al., 2018），南大東島（吉郷，

2004）から記録されている．

備考　和歌山県から得られた標本は，後鼻孔の縁辺と
鼻骨の後部に小棘がないこと，涙骨上縁に水平に突出する

小棘がないこと，側線上方横列鱗数が 2.5であること，側

線有孔鱗数が 45以下であること，胸鰭軟条が 15本である

こと，および前鰓蓋骨隅角部の棘長は眼径の 1/2であるこ

となどの特徴が Randall (1998)や林（2013）によって示さ

れたホシエビス S. punctatissimumの特徴によく一致したた

め本種に同定された．

ホシエビスは後鼻孔の縁辺と鼻骨の後部に小棘がな

いこと，涙骨上縁に水平に突出する小棘がないこと，側

線上方横列鱗数が 2.5であること，および胸鰭軟条が 15

本であることなどによりテリエビス S. ittodai (Jordan and 

Fowler, 1902)（Fig. 2）に類似し，和歌山県沿岸では 2種が

同所的に生息する．しかし，前者は後者と比較して側線有

孔鱗数が 42–45であること（テリエビスでは 46–49），背

鰭棘上部前端背縁に黒斑がないこと（通常，背鰭棘上部に

黒斑がある）ことで容易に識別される（Randall, 1998；林，

2013）．

ホシエビスは，主に水深 3 m以浅の比較的浅い岩礁

や岩場で観察され（Randall, 1998），昼間は物陰に隠れて

いるが，夜間に摂餌のために物陰から出てくることが知

られている（Randall and Heemstra, 1985）．調査標本のう

ち，KUN-P 57570と KUN-P 58242は，夜間に水深 1 mの

障害物のない漁港の岸壁沿いの狭い範囲を単独で遊泳

していた．また，後者と同日に同じ漁港でテリエビス

（KUN-P58241，体長 58.5 mm ; Fig 2）も採集された．

イットウダイ科魚類はリンキクチス期に長距離の分

Fig. 2. Fresh specimen of Sargocentron ittodai from Kushimoto, 
Wakayama Prefecture, Japan. KUN-P 58241, 58.5 mm SL.
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散を行い，分布を拡げることが知られている（Bowen et 

al., 2006）．本研究で和歌山県から得られた標本のうち，

KUN-P 57570と KUN-P 58242は冬季（2–3月）に採集され，

これらの標本はリンキクチス期の特徴を有していないこと

から，黒潮によって南方から和歌山沿岸へ分散した後に成

長した可能性がある．あるいは和歌山県で本種が再生産し

ている可能性も考えられる．御前（1995）は 2月に串本町

沿岸のエビ刺し網で 2個体のホシエビス［そのうち 1個体

（全長 144 mm；串本海中公園所蔵標本：No. 950203-B）は

成魚と考えられる］が採集されていることを報告している

ことから，いずれにしても和歌山県で本種が越冬している

ことは間違いない．

比較標本　テリエビス，2個体（体長 58.5–61.1 mm）：

KUN-P 48992，体長 61.1 mm，鹿児島県沖永良部島笠石

海岸（27°24′36.7″N, 128°40′24.4″E），水深 1 m，たも網，

2018 年 10 月 23 日；KUN-P 58241， 体 長 58.5 mm， 和

歌山県東牟婁郡串本町須江白野漁港内（33°27′16.8″N, 

135°49′18.9″E），水深 1 m，たも網，2020年 3月 26日．
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